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日
本
漢
文
学
史
に
於
て
、
中
世
は
い
っ
か
ら
始
ま
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
仮
説
と

し
て
は
、
政
治
史
の
時
代
区
分
を
そ
の
ま
ま
流
用
で
き
る
だ
ろ
う
し
、
又
、
中
世

漢
文
学
の
質
的
主
流
を
な
す
五
山
文
学
の
開
始
を
も
っ
て
、
区
切
る
事
も
出
来

　
④る
。
し
か
し
、
や
は
り
緒
紳
貴
族
の
も
の
し
た
漢
文
学
作
品
を
精
細
に
解
釈
研

究
し
、
平
安
時
代
の
そ
れ
と
比
較
し
な
け
れ
ば
軽
々
し
く
結
論
は
出
せ
な
い
。
そ

こ
で
本
稿
で
は
、
源
平
争
乱
期
か
ら
鎌
倉
時
代
を
生
き
た
菅
原
区
長
（
一
一
五
八

～
一
二
四
六
）
を
手
が
か
り
と
し
て
、
中
世
初
期
の
漢
文
学
世
界
を
傭
博
し
て
み

た
。　

建
保
四
年
（
一
二
一
六
）
十
二
月
八
日
、
中
殿
作
文
会
の
講
師
が
定
ま
ら
な
か

っ
た
時
、
順
徳
天
皇
は
、
「
為
長
は
当
道
の
名
誉
な
り
」
と
評
さ
れ
」
講
師
を
命

ぜ
ら
れ
た
が
、
そ
れ
ほ
ど
菅
原
為
長
は
十
三
世
紀
詩
壇
の
重
鎮
で
あ
っ
た
。
い
ず

れ
の
時
代
に
於
て
も
、
侍
読
と
な
る
こ
と
は
儒
学
者
と
し
て
最
も
名
誉
な
こ
と
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

あ
り
、
そ
の
道
の
者
な
ら
誰
し
も
切
望
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
の
は
、
藤
原
聖
業
の

「
上
順
四
天
質
請
下
悪
世
儒
学
井
式
部
大
輔
労
一
加
判
侍
読
上
状
」
（
「
本
朝
文
集
』
六
十

四
）
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
が
、
『
菅
儒
侍
読
年
譜
』
（
続
群
書
類
従
所
収
）
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
中
世
初
期
結
紳
漢
文
学
概
観

と
、
菅
原
為
長
は
、
土
御
門
院
・
野
営
院
・
後
堀
河
院
・
四
条
院
・
後
嵯
峨
院
の

侍
読
を
勤
め
て
い
る
。
菅
原
家
代
々
の
儒
学
者
の
中
で
も
、
五
帝
の
侍
読
と
な
る

の
は
異
例
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
事
に
よ
っ
て
も
、
彼
が
当
代
屈
指
の
鴻
儒
で
あ

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
か
か
る
名
誉
は
、
学
問
の
神
様
菅
原
道
真
の
十
代
の
子
孫
に
当
る
と
い
う
家
柄

　
　
　
　
　
　
　
　
③

に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
し
か
し
、
た
だ
家
柄
や
血
統
の
み
で
学
者
が
尊
重
さ
れ

る
と
い
う
時
代
で
は
な
か
っ
た
。
『
玉
葉
』
（
寛
元
二
・
正
・
十
九
）
に
、
菅
原
在
茂

の
子
の
在
高
が
学
問
料
を
申
し
望
ん
だ
事
に
つ
い
て
、

　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
在
茂
は
菅
原
家
だ
が
位
は
僅
か
に
従
五
位
上
で
千
丁
で
あ
る
。
内
挙
の
次
第
で

　
な
か
っ
た
ら
、
r
未
だ
曽
て
こ
の
よ
う
な
浅
位
の
者
が
自
分
の
子
を
推
挙
し
た
前

　
例
は
な
い
。
ま
し
て
在
高
は
ま
だ
十
六
歳
で
、
そ
の
賢
愚
を
知
る
者
は
誰
も
い

　
な
い
。

と
い
う
藤
原
資
長
や
墨
譜
の
言
葉
を
聞
い
た
九
条
六
実
は
、

　
菅
家
の
余
流
は
か
の
天
神
と
は
ち
が
う
。
定
め
て
非
分
の
冥
助
は
無
い
の
だ
ろ

　
う
。
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結
紳
漢
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と
述
べ
て
い
る
。
菅
家
本
流
で
あ
っ
て
も
、
才
能
と
精
進
が
な
け
れ
ば
、
他
氏
の

儒
者
流
に
超
え
ら
れ
る
時
代
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
本
流
の
高
辻
家
に
生
ま
れ
た

為
長
は
、
家
名
を
は
ず
か
し
め
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　
ま
た
、
清
華
正
徹
が
、
”
拾
（
十
）
訓
抄
は
為
長
卿
の
作
か
と
覚
ゆ
る
也
。
歌

仙
・
有
職
・
能
書
に
て
有
り
し
也
。
”
（
『
正
徹
物
語
』
）
と
誤
解
す
る
の
も
、
菅
原
為

長
の
名
声
が
室
町
時
代
文
化
人
に
ま
で
聞
こ
え
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
し
、
『
古

今
著
聞
集
』
四
十
九
の
、
菊
を
題
に
即
座
に
詩
を
作
っ
た
（
定
家
は
歌
を
作
ら
ず

逃
げ
去
っ
た
）
話
も
、
最
長
の
詩
名
高
き
こ
と
を
表
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

　
菅
原
読
響
の
伝
記
は
既
に
先
学
の
研
究
が
あ
る
が
、
な
る
べ
く
重
複
せ
ぬ
よ

う
、
そ
の
文
学
的
生
涯
を
辿
っ
て
み
た
い
。
ま
ず
、
彼
自
身
の
筆
に
な
る
「
逆
修

功
徳
願
文
」
（
『
本
朝
文
集
』
六
十
六
）
の
幼
少
期
回
想
部
分
を
書
き
下
す
。

　
四
歳
の
春
、
囚
祖
母
の
懐
中
に
在
り
て
、
圖
李
薄
型
詠
を
調
し
、
九
歳
の
夏
、

　
◎
慈
父
の
膝
下
よ
り
出
て
㈲
李
部
三
品
に
謁
す
。
是
れ
学
道
に
入
り
し
権
輿
に

　
し
て
、
文
場
に
差
せ
し
濫
膓
な
り
。
世
論
誤
り
て
神
童
の
名
を
授
け
、
画
江
夏

　
の
先
識
を
継
ぐ
を
漏
る
。
人
日
く
、
「
大
儒
の
主
た
る
べ
し
。
定
め
て
㈲
翌
秋

　
の
九
遷
に
慣
れ
ん
」
と
。
幼
心
に
此
の
言
を
信
じ
、
苦
学
し
て
暫
ら
く
も
解
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
け
が

　
ず
、
常
に
門
塵
を
零
す
べ
か
ら
ざ
ら
ん
こ
と
を
憶
う
。

囚
の
祖
母
の
出
自
は
不
明
だ
が
、
教
育
熱
心
な
女
性
だ
っ
た
事
が
想
像
さ
れ
る
。

夫
の
宣
忠
は
従
五
位
下
典
薬
助
で
終
り
、
子
の
長
守
の
官
歴
も
は
か
ば
か
し
く
な

く
、
た
だ
ひ
た
す
ら
望
み
を
利
澱
な
孫
に
か
け
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
　
ひ
さ
か
た
の
月
の
桂
も
折
る
ば
か
り
家
の
風
を
も
吹
か
せ
て
し
が
な

と
詠
ん
で
菅
原
道
真
の
将
来
に
期
待
し
た
宜
来
子
（
道
真
の
母
）
が
想
起
さ
れ
る
。

か
か
る
祖
母
に
抱
か
れ
て
、
幼
な
い
為
長
が
亡
し
た
圖
の
李
二
百
詠
は
初
唐
の
詩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

集
で
、
中
国
で
は
早
く
散
博
し
て
し
ま
っ
た
書
物
で
あ
る
。
◎
の
慈
父
長
守
は
、

異
本
系
図
で
は
是
綱
の
子
と
な
っ
て
お
り
（
注
③
参
照
）
、
宣
忠
は
量
器
の
弟
と
し

て
い
て
、
何
れ
が
正
し
い
か
に
わ
か
に
確
定
で
き
な
い
が
、
四
十
八
歳
で
や
っ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

文
章
得
業
生
と
な
り
、
文
章
博
士
に
な
っ
た
の
は
七
十
一
歳
の
頃
で
あ
る
。

　
九
歳
即
ち
仁
安
元
年
（
＝
六
六
）
、
為
長
が
は
じ
め
て
教
え
を
乞
う
た
師
は
、

倒
の
李
部
三
品
（
式
部
大
輔
の
唐
名
）
の
藤
原
垂
範
で
、
こ
の
時
永
範
は
六
十
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

歳
、
和
漢
両
道
に
秀
で
た
人
で
あ
っ
た
。
「
逆
修
功
徳
願
文
」
の
個
の
江
夏
働

の
田
秋
の
対
句
の
意
味
が
解
ら
な
い
の
が
残
念
だ
が
、
為
過
は
永
範
の
薫
陶
を
う

け
て
、
周
囲
の
人
々
か
ら
早
い
昇
進
（
1
一
九
遷
）
を
予
見
（
一
先
識
）
さ
れ
た
こ
と

を
、
半
ば
自
負
し
、
半
ば
自
尊
と
し
て
受
け
と
め
、
家
名
を
揚
げ
よ
う
と
刻
苦
し

た
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
菅
原
為
長
は
承
安
四
年
四
月
廿
八
日
、
関
白
基
盤
第
で
学
問
料
試
を
受

け
る
。
詩
題
は
「
区
界
暁
調
琴
」
で
あ
り
、
こ
れ
は
署
長
の
師
の
永
範
と
関
白
と

が
相
談
し
て
出
題
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
試
験
の
競
争
相
手
は
三
十
歳
余
の
藤
原

三
明
、
同
じ
く
三
十
を
越
え
た
季
光
、
三
十
前
後
と
思
わ
れ
る
大
江
忠
房
、
五
十

歳
を
過
ぎ
た
同
族
の
貞
綱
、
そ
し
て
最
年
少
の
十
六
歳
の
安
成
（
季
光
の
弟
）
の

五
人
で
あ
っ
た
。
な
お
、
こ
の
時
、
出
刃
は
ま
だ
忠
規
と
名
乗
っ
て
い
る
。
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

試
適
の
評
定
は
五
月
八
日
に
行
な
わ
れ
た
の
だ
が
、
右
大
弁
藤
原
見
世
は
藤
原
永

範
・
資
長
の
両
儒
と
激
し
く
論
争
し
た
。
俊
経
の
意
見
は
こ
う
で
あ
る
。

　
蜂
腰
病
（
心
中
の
第
二
字
と
第
三
字
が
同
声
の
も
の
。
又
一
説
に
、
全
旬
み
な
濁
音
な

　
の
に
、
一
字
だ
け
清
音
の
も
の
）
は
五
言
詩
だ
け
に
あ
っ
て
七
言
詩
に
は
無
い
。

　
『
詩
髄
脳
』
（
唐
の
元
就
操
で
一
巻
。
中
国
で
は
亡
侠
、
『
日
本
見
壁
書
目
録
」
に
書
名
が

　
あ
る
）
や
『
文
筆
』
（
『
文
筆
問
答
抄
」
を
い
う
か
、
不
明
）
『
文
章
儀
』
（
不
明
）
な
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ど
の
書
物
に
も
、
七
言
詩
の
蜂
腰
病
の
こ
と
は
記
述
が
無
い
。
特
に
わ
が
先
祖

　
の
正
家
朝
臣
が
注
を
し
て
お
か
れ
た
抄
物
に
は
、

　
　
「
七
言
詩
は
鶴
膝
病
（
第
一
旬
の
第
五
字
と
第
三
句
の
第
五
字
と
が
同
声
の
も
の
を

　
　
い
う
。
又
一
説
に
、
全
句
み
な
清
音
な
の
に
、
一
字
だ
け
濁
音
の
も
の
）
の
一
病
だ

　
　
け
を
避
け
、
蜂
腰
病
は
五
言
詩
だ
け
に
限
る
」

　
と
あ
る
。
そ
れ
に
式
部
大
輔
正
家
や
文
章
博
士
夏
季
が
替
儒
で
あ
っ
た
時
、
た

　
び
た
び
蜂
腰
を
犯
す
詩
を
合
格
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
典
籍
と
い
い
、

　
口
伝
と
い
い
、
ま
た
先
例
と
い
い
、
す
べ
て
七
言
詩
に
蜂
腰
病
が
あ
る
と
は
聞

　
い
た
こ
と
が
な
い
。

　
　
省
試
で
は
数
日
前
か
ら
作
者
に
詩
を
作
ら
せ
る
の
だ
か
ら
、
少
し
で
も
蝦
理

　
の
あ
る
詩
は
登
用
す
べ
き
で
は
な
い
。
し
か
し
、
今
度
の
よ
う
な
学
問
料
試
は

　
そ
の
場
で
す
ぐ
染
筆
す
る
の
で
、
軽
い
詩
病
（
例
え
ば
八
病
）
は
ゆ
る
さ
る
べ
き

　
で
あ
る
。
永
範
・
資
長
両
拳
は
子
細
も
わ
き
ま
え
ず
に
唯
だ
評
定
し
て
、
詞
書

　
に
「
蜂
腰
病
有
り
」
と
記
載
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。

　
　
関
白
殿
下
の
御
前
で
は
喧
嘩
す
べ
き
で
な
い
の
で
黙
っ
て
い
た
が
、
や
は
り

　
欝
憤
に
耐
え
な
い
の
で
、
い
ま
子
細
に
申
し
上
げ
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
永
範
・
資
長
の
反
駁
の
陳
状
が
呈
出
さ
れ
、
蜂
腰
病
で
落
第
と

な
っ
た
例
が
挙
げ
ら
れ
た
が
、
結
局
俊
経
の
意
見
が
通
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
長
々

と
『
玉
葉
』
の
口
訳
を
書
き
連
ね
た
の
は
、
当
時
の
詩
壇
の
概
況
が
知
り
得
る
か

ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
整
理
し
て
み
る
と
、

qD

@
詩
趣
は
さ
て
お
き
、
作
詩
の
形
式
的
基
本
と
も
言
う
べ
き
詩
病
が
問
題
と
な

　
っ
て
い
る
事
。

②
　
『
詩
髄
脳
』
『
文
筆
問
答
抄
』
の
如
き
詩
論
書
が
読
ま
れ
て
い
る
事
。

　
　
　
　
　
　
中
世
初
期
結
紳
漢
文
学
概
観

個
　
学
問
の
家
で
は
、
子
孫
の
為
に
”
抄
物
”
を
注
し
て
い
る
こ
と
。

ゆ
　
詩
論
書
を
読
ま
ぬ
儒
者
は
、
あ
い
変
ら
ず
文
学
的
本
質
と
は
無
関
係
で
、
し

　
か
し
彼
ら
に
と
っ
て
は
重
大
事
で
あ
る
、
先
例
の
有
無
を
根
拠
に
評
定
し
て
い

　
る
事
。

な
ど
の
風
潮
を
知
る
事
が
出
来
る
。

　
為
長
が
秀
召
す
な
わ
ち
文
章
得
業
生
に
な
っ
た
の
は
元
暦
二
年
（
＝
八
五
）

廿
五
歳
の
こ
と
で
（
公
卿
補
任
）
、
富
国
守
よ
り
二
十
年
も
早
か
っ
た
。
秀
才
の
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

位
獲
得
競
争
の
実
態
は
、
こ
れ
も
『
玉
葉
』
に
よ
っ
て
そ
の
一
端
が
知
ら
れ
る
。

以
後
、
為
長
は
、
寛
元
四
年
三
月
二
十
八
日
に
八
十
九
歳
の
天
寿
を
全
う
す
る
ま

で
、
正
二
位
参
議
大
蔵
洋
装
式
部
大
輔
に
昇
進
し
、
菅
原
氏
と
し
て
は
異
例
の
栄

達
を
遂
げ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
九
条
家
一
族
、
兼
実
・
良
通
・
良
経
・
良
輔
の

引
き
立
て
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　
菅
原
為
長
が
晴
の
作
文
会
に
列
席
す
る
の
は
、
文
治
三
年
（
一
一
八
七
）
二
月

七
日
、
内
大
臣
九
条
良
通
（
二
十
一
歳
。
翌
年
の
二
月
廿
日
に
麗
ず
）
の
作
文
始
か
ら

　
⑩で
、
父
の
長
守
も
同
席
し
て
い
る
。
九
条
良
通
は
こ
の
前
年
の
十
月
二
十
日
に
内

大
臣
と
な
り
、
作
文
会
は
”
永
久
の
例
”
に
従
っ
て
行
な
わ
れ
た
。
こ
れ
は
、
良

通
の
祖
父
藤
原
忠
通
が
永
久
三
年
四
月
、
内
大
臣
の
作
文
始
の
法
式
を
い
う
の
で

あ
ろ
う
。
当
時
の
作
文
会
の
状
況
を
知
る
た
め
、
こ
の
日
の
『
玉
葉
』
を
口
語
で

略
記
し
て
お
く
。
（
　
）
は
豊
実
筆
の
細
字
、
〈
　
〉
は
筆
者
の
注
で
あ
る
。

　
此
の
日
、
内
府
〈
内
大
臣
良
通
〉
は
始
め
て
作
文
の
事
を
行
な
い
、
永
久
の
例

　
に
依
っ
た
。
宗
頼
朝
臣
（
余
並
び
に
内
府
の
家
司
）
が
前
も
っ
て
文
人
を
招
い
て

　
　
　
　
　
　
　
と

　
い
た
の
で
燭
を
乗
っ
て
人
々
が
や
っ
て
来
た
。

　
源
通
親
卿
が
来
ら
れ
て
か
ら
内
府
は
出
座
、
尋
常
の
上
達
部
の
座
で
と
り
行
な

3
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そ

　
わ
れ
た
。
即
ち
、
北
妻
戸
に
副
っ
て
高
麗
端
一
枚
を
敷
い
て
斎
く
兼
実
V
の
座

　
と
し
、
東
障
子
に
そ
っ
て
同
じ
畳
一
枚
を
敷
い
て
内
府
の
座
を
し
つ
ら
え
た
。

　
内
府
の
下
葉
に
同
じ
畳
四
枚
を
敷
き
（
二
列
の
対
座
と
し
、
座
が
短
か
い
の
で
大
ぷ

　
ん
引
き
重
ね
て
敷
く
。
内
府
の
対
座
は
無
し
）
、
こ
れ
を
上
達
部
の
座
と
し
た
。
妻

　
戸
南
の
中
門
廊
（
上
下
の
長
押
な
し
）
に
二
列
向
か
い
合
せ
に
紫
の
賢
聖
四
枚
を

　
敷
い
て
殿
上
人
の
座
と
し
た
。

以
上
の
座
席
配
置
を
図
示
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＼
⑨
ノ

回
回

圖田圏
①
九
条
兼
実

③
新
中
納
言
兼
光

⑤
源
通
親

⑦
藤
原
雅
長

⑨
殿
上
人

②
内
大
臣
良
通

④
中
将
画
趣

⑥
帥
中
納
言
厨
房

⑧
左
兵
衛
影
写
平

座
席
が
き
ま
る
と
、
次
は
文
台
と
灯
台
で
あ
る
。

　
公
卿
と
殿
上
人
は
預
め
着
座
し
て
お
く
。
次
に
内
府
は
宗
頼
朝
臣
を
召
し
（
初

　
め
障
子
の
側
に
い
て
、
仰
せ
を
受
け
て
退
く
と
殿
上
人
の
座
に
着
く
）
、
文
壷
の
座
円

　
を
置
く
こ
と
を
命
ず
る
。
次
に
諸
大
夫
が
切
燈
壷
を
持
参
し
て
、
内
府
の
ぞ
ぱ

　
に
置
く
。
つ
い
で
又
一
人
が
円
座
を
文
毫
の
西
（
兼
実
よ
り
二
一
二
尺
離
れ
、
内
府
の

　
前
）
に
置
く
。

か
く
し
て
、
い
よ
い
よ
会
は
本
番
に
入
る
。

　
ま
ず
登
霞
の
文
章
博
士
光
輔
朝
臣
（
殿
上
人
。
永
久
の
時
に
は
祖
父
の
敦
光
が
文
章

　
博
士
で
序
を
作
っ
た
の
で
、
そ
の
佳
例
に
従
う
。
衣
冠
を
着
す
）
が
序
を
持
参
し
て
文

　
壷
に
（
文
の
下
を
内
府
の
方
に
向
け
る
）
置
い
て
退
く
。
（
文
人
の
座
よ
り
起
っ
て
車

　
寄
の
妻
戸
よ
り
入
り
、
窪
手
を
通
っ
て
参
上
。
文
人
の
通
路
は
皆
こ
れ
に
従
う
）
。
次
に

　
文
人
等
が
身
分
の
低
い
者
か
ら
詩
を
文
牽
に
置
き
、
地
下
人
が
置
き
終
る
と
殿

　
上
人
が
六
位
よ
り
置
き
、
次
に
公
卿
の
隆
房
や
雅
長
等
が
座
中
を
経
て
詩
を
置

　
く
（
「
嘉
保
江
記
』
に
は
、
公
卿
は
文
毫
ま
で
進
ま
ず
に
、
期
に
臨
ん
で
読
師
に
授
け
る

　
云
々
と
記
し
て
い
る
の
で
、
二
位
中
納
言
よ
り
以
上
の
人
は
進
ま
な
い
）
。
さ
て
余
は
二

　
棟
廊
の
簾
中
か
ら
出
て
横
敷
の
座
に
着
席
し
、
（
内
府
以
下
通
親
の
外
は
皆
座
を
動

　
く
）
、
次
に
内
府
が
詩
を
置
き
終
っ
た
事
を
示
し
、
余
は
講
師
〈
作
品
を
朗
吟
し

　
て
披
露
す
る
役
〉
を
召
す
べ
き
事
を
言
う
。
す
る
と
内
府
は
人
々
に
伝
え
て
こ
れ

　
を
召
し
、
講
師
皇
后
宮
大
進
家
実
〈
後
の
資
実
〉
（
殿
上
人
）
が
笏
を
持
っ
て
参

　
上
す
る
（
衣
冠
）
。
此
の
間
に
内
府
の
合
図
に
よ
り
読
師
く
作
品
を
順
次
に
講
師
に

　
渡
す
役
V
の
帥
中
納
言
経
房
卿
が
文
壷
の
傍
に
す
わ
り
（
座
無
し
）
詩
を
取
っ
て

　
蔵
人
勘
解
由
次
官
宗
隆
を
呼
び
寄
せ
、
詩
懐
紙
を
重
ね
さ
す
（
預
め
命
じ
て
お

　
く
）
。
講
師
が
進
ん
で
円
座
に
着
席
す
る
と
、
内
府
は
文
壼
を
余
の
前
に
置
く

　
こ
と
を
命
じ
、
講
師
は
北
に
向
っ
て
座
り
直
す
。
こ
の
間
、
殿
上
人
や
儒
者
ら

　
上
萬
は
少
々
近
く
に
寄
る
よ
う
に
命
じ
、
光
範
・
極
星
・
業
実
・
下
塵
・
光
輔

　
ら
は
西
の
貧
子
に
参
早
し
、
又
、
頭
弁
兼
忠
朝
臣
も
同
じ
く
召
す
（
以
上
は
長

　
押
の
上
）
。
殿
上
人
両
三
人
は
読
師
の
後
に
進
む
（
下
読
師
の
宗
隆
も
同
じ
場
所
に

　
参
候
す
る
）
。

列
席
者
の
動
き
を
こ
と
細
か
に
記
述
し
て
い
る
の
に
ほ
と
ほ
と
感
じ
入
る
。
昭
和

五
十
七
年
に
公
開
さ
れ
た
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
展
の
中
に
、
藤
原
定
家
筆
「
朝
所

4



差
図
」
〈
あ
い
た
ん
ど
こ
ろ
さ
し
ず
V
が
あ
っ
た
が
、
定
家
も
紙
の
人
形
を
動
か
し

て
儀
式
で
の
進
退
次
第
を
暗
記
し
た
の
で
あ
っ
た
。
現
代
で
も
卒
業
式
予
行
な
ど

で
、
証
書
を
受
け
取
る
動
作
の
練
習
を
す
る
が
、
中
世
で
は
先
例
〈
こ
こ
で
は
永
久

の
例
〉
の
通
り
に
出
処
進
退
す
る
こ
と
は
、
現
代
想
像
す
る
以
上
に
重
要
な
こ
と

で
あ
っ
た
。
九
条
兼
実
の
筆
は
倦
む
こ
と
を
知
ら
ず
、
な
お
も
続
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
わ

　
講
師
は
講
じ
は
じ
め
（
ま
ず
七
言
を
い
つ
も
の
よ
う
に
出
す
）
、
　
一
篇
を
講
じ
畢
る

　
と
、
読
師
は
（
初
め
の
一
句
か
二
陣
を
）
読
み
上
げ
る
。
そ
れ
か
ら
光
範
が
進
み

　
寄
り
（
追
っ
て
又
親
経
、
光
範
、
敦
直
面
を
召
す
。
小
字
が
見
え
な
い
か
ら
で
あ
る
）

　
こ
れ
を
一
ぺ
ん
読
む
。
こ
の
時
、
然
る
べ
き
旬
を
節
を
つ
け
て
詠
み
（
経
房
、

　
兼
光
ら
が
同
じ
く
よ
み
）
、
次
に
詩
を
詠
む
（
人
数
が
多
い
の
で
侍
臣
以
下
は
皆
一
ぺ

　
ん
だ
け
よ
む
）
。
順
次
に
読
ん
だ
詩
一
枚
は
文
壷
に
置
き
、
通
紫
黒
以
下
も
全
部

　
講
じ
終
る
（
公
卿
の
作
品
は
三
べ
ん
よ
む
）
。
さ
て
、
内
府
が
詩
を
経
論
卿
に
授
け

　
る
と
す
ぐ
受
け
取
っ
て
文
毫
の
上
に
開
き
、
講
師
は
更
め
て
初
め
よ
り
こ
れ
を

　
講
じ
る
（
署
名
の
所
は
読
ま
な
い
）
。
ま
ず
三
反
詠
み
、
悪
声
の
後
に
二
反
こ
れ
を

　
読
み
、
そ
の
後
で
講
師
は
退
席
す
る
。
読
師
は
詩
を
押
し
巻
き
（
内
府
の
詩
を
加

　
え
）
、
文
毫
の
上
に
置
い
て
か
ら
自
席
に
も
ど
る
。

次
に
『
玉
葉
』
は
和
歌
の
披
講
の
次
第
を
同
じ
よ
う
に
記
し
た
あ
と
、
こ
の
日
の

詩
歌
の
文
人
を
列
挙
し
て
い
る
。
即
ち
、
上
達
部
六
人
、
殿
上
人
十
七
人
、
儒
者

十
二
人
、
文
章
生
一
人
、
学
生
二
人
、
非
成
業
四
人
、
こ
の
上
に
内
大
臣
九
条
良

通
を
加
え
て
総
計
四
十
三
人
で
あ
る
が
、
甚
だ
残
念
な
が
ら
筆
者
の
読
み
た
い
作

品
は
一
首
だ
に
知
る
事
は
出
来
な
い
。
『
玉
葉
』
の
み
な
ら
ず
『
山
椀
記
』
『
八
徳

院
御
記
』
『
猪
隈
関
白
記
』
『
三
長
記
』
『
明
月
記
』
な
ど
の
詩
会
の
記
録
は
大
同

小
異
で
、
中
世
初
期
の
貴
族
た
ち
が
重
要
視
し
て
い
た
の
は
、
作
品
の
質
・
内
容

　
　
　
　
　
　
申
世
初
期
紹
紳
漢
文
学
概
観

も
あ
る
だ
ろ
う
が
、
そ
れ
以
上
に
、

　
ω
詩
会
の
判
事
　
　
②
詩
場
の
設
備
　
　
⑧
平
場
で
の
服
装
（
衣
冠
・
束
帯
、
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

　
し
て
笏
の
取
り
扱
い
）
　
垂
幕
場
で
の
進
退
　
　
個
文
台
の
詩
の
置
き
方
　
　
㈲

　
講
師
・
読
師
の
所
作

な
ど
で
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
ら
公
家
の
日
記
の
殆
ん
ど
は
有
職
故
実
の
為

に
執
筆
し
た
も
の
で
、
右
の
ω
～
㈲
の
よ
う
な
事
に
筆
を
費
す
の
は
当
然
の
こ
と

な
の
だ
が
、
そ
れ
に
し
て
も
詩
会
に
於
け
る
作
品
に
言
及
す
る
記
録
が
稀
な
の

は
、
後
世
の
文
学
史
家
に
と
り
淋
し
く
も
あ
り
残
念
な
こ
と
で
あ
る
。

　
さ
て
、
内
府
作
文
始
会
か
ら
二
身
た
っ
た
二
月
廿
七
日
に
御
書
所
作
文
会
が
催

さ
れ
、
こ
れ
に
も
菅
原
為
長
は
大
舎
人
助
と
し
て
出
席
し
て
い
る
が
、
そ
れ
も
九

条
摯
実
や
宗
隆
の
配
慮
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
事
は
、

　
今
日
、
明
日
の
御
書
所
作
文
の
文
人
の
事
を
仰
せ
ら
る
（
為
長
を
追
っ
て
召
し
加

　
ふ
る
事
な
り
）

と
い
う
『
玉
葉
』
の
文
章
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
こ
の
作
文
会
に
は
摂

政
兼
実
と
内
大
臣
良
通
父
子
は
堅
固
な
物
忌
で
参
内
せ
ず
、
た
だ
良
経
が
ひ
そ
か

に
参
内
し
た
だ
け
で
、
上
達
部
の
出
席
は
皆
無
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
殿
上
人
十

三
人
（
光
範
・
公
時
・
春
節
・
公
衡
・
兼
忠
・
光
轄
・
定
長
・
定
経
・
親
経
・
宗
隆
・
家
母

・
公
継
・
基
定
）
は
内
府
作
文
会
と
殆
ん
ど
同
じ
メ
ン
バ
ー
で
、
た
だ
蔵
人
秀
才
の

藤
原
頼
定
の
代
り
に
藤
原
基
定
が
加
っ
て
い
る
だ
け
の
変
更
で
あ
る
。
ま
た
儒
者

八
人
（
敦
経
・
在
茂
・
雪
隠
・
維
房
・
長
守
・
通
業
・
宗
業
・
士
長
）
も
、
大
江
維
房
が

新
し
く
増
え
て
い
る
ぐ
ら
い
で
、
他
は
同
じ
顔
ぶ
れ
で
あ
る
。
で
は
常
に
守
旧
的

に
文
人
を
撰
ん
で
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
九
条
兼
実
は
、

　
（
今
回
の
殿
上
人
十
三
人
は
）
嘉
応
の
十
三
人
の
例
に
従
っ
た
。
非
成
業
の
殿
上
人
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ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
は
清
撰
し
て
公
平
を
期
し
た
が
、
儒
士
の
侍
臣
が
多
い
の
で
、
や
は
り
出
席
者

　
が
多
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
（
蔵
人
の
連
署
・
親
経
・
宗
隆
・
基
定
た
ち
を
さ
す
）
。
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
の
う
ち
定
経
は
日
新
の
進
歩
の
噂
は
な
い
が
、
先
例
で
は
職
事
た
る
人
は
抜
群

　
で
な
く
て
も
必
ず
召
し
て
い
る
の
で
入
れ
た
。
理
詰
や
忠
季
ら
の
朝
臣
は
、
こ

　
の
二
三
年
は
些
か
風
流
を
嗜
ん
で
い
る
と
い
う
噂
だ
が
、
習
学
の
日
が
浅
い
の

　
で
人
々
は
こ
の
二
人
の
出
席
を
許
さ
ず
、
よ
っ
て
召
さ
な
か
っ
た
。

と
記
し
て
い
て
、
．
結
果
的
に
は
噂
（
原
文
で
は
「
聞
」
）
を
気
に
し
つ
つ
も
先
例
を

重
ん
じ
て
い
る
が
、
文
人
の
撰
択
が
”
清
撰
無
私
”
で
あ
っ
た
こ
と
を
強
調
し
て

い
る
。
し
か
し
そ
の
清
撰
に
し
て
も
、
建
仁
二
年
二
月
置
二
日
の
御
書
所
作
文
会

で
は
、

　
今
日
禁
裏
甚
済
々
。
春
日
御
書
所
作
文
、
文
人
雲
客
十
二
人
云
々
、
儒
者
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
う
　
　
ヘ
　
　
へ

　
人
。
清
撰
雲
客
中
、
不
書
文
字
人
々
多
血
加
清
撰
。
驚
耳
目
。

と
『
明
月
記
』
に
記
さ
れ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
実
に
あ
や
ふ
や
な
清
算
で
は
あ

　
⑫
る
。
だ
か
ら
兼
実
自
身
も
こ
の
日
の
日
記
の
末
尾
に
、

　
今
度
の
文
人
の
撰
定
は
公
平
無
私
で
あ
っ
た
の
に
、
世
間
の
人
は
か
え
っ
て
潔

　
白
の
清
撰
を
誹
諺
し
て
い
る
。
言
っ
て
も
仕
方
の
な
い
世
の
中
だ
。

と
、
“
勿
論
之
世
也
。
毎
事
無
益
々
々
”
と
愚
痴
を
こ
ぼ
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
、
や
や
冗
長
に
菅
原
為
長
が
初
め
て
出
席
し
た
内
大
臣
作
文
始
（
文
治
三
、

二
、
七
）
の
事
を
記
述
し
た
が
、
筆
者
の
意
図
は
、
中
世
初
期
の
公
家
の
詩
会
の

状
況
を
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
す
る
事
に
あ
っ
た
。
次
の
年
表
は
、
為
長
が
文
学
的
に

活
動
し
た
約
六
十
年
間
の
詩
会
や
連
句
会
の
年
表
で
あ
る
。
取
り
上
げ
た
史
料
が

少
な
く
杜
撰
な
調
査
な
の
で
、
遺
漏
も
多
々
あ
る
で
あ
ろ
う
が
、
中
世
初
期
の
大

体
の
状
況
は
知
り
得
る
。

　
　
（
百
）
一
百
錬
抄
　
（
玉
）
1
玉
葉
　
（
明
）
1
明
月
記
　
（
愚
）
1
夕
惑
抄
　
（
三
）
1
三
長
記

　
　
（
猪
）
1
猪
隈
関
白
記
　
（
菅
）
1
菅
儒
侍
読
年
譜
　
（
蘂
）
1
玉
蘂
　
（
不
）
1
不
知
記

　
　
（
順
）
1
順
徳
院
御
記
　
（
門
）
1
門
葉
記
　
（
岡
）
1
岡
屋
関
白
記
　
（
民
）
1
民
経
記

　
　
（
平
）
一
平
戸
記
　
○
印
－
菅
原
為
長
列
席

①
文
治
三
年
2
／
2
7
御
書
所
作
文
会
（
玉
）
（
百
）

2

5＠3
6

　
　
1
1
／
2
1

　
　
1
2
／
1
5

四
年
2
／
1
1

六
年
3
／
2
7

　
　
4
／
8

7
建
久
二
年
8
／
1
3

16　15　14　＠　12　11　10 9　＠⑰

三
年
2
／
2

五
年
3
／
4

　
　
7
／
7

　
　
8
／
1
5

六
年
9
／
9

　
　
9
／
1
7

七
年
3
／
1

　
　
3
／
5

八
年
2
／
9

3
／
2
1 御

書
所
第
二
度
作
文
会
。
講
師
は
父
の
長
守
。
（
玉
）

九
条
良
通
卒
爾
詩
会
（
玉
）

釈
萸
　
講
師
は
為
長
（
玉
）

御
書
所
作
文
会
（
玉
）

宮
中
密
々
詩
会
（
玉
）

大
将
良
経
作
文
会
（
玉
）
（
明
）

聖
廟
奉
納
詩
歌
会
（
愚
）

大
将
聖
経
作
文
会
（
玉
）

全
右
（
玉
）

御
書
所
作
文
会
（
玉
）

大
将
猛
悪
作
文
会
（
玉
）
（
三
）

全
右
（
三
）

内
大
臣
良
経
初
度
作
文
和
歌
会
（
明
）

兼
実
平
等
院
詩
歌
会
（
玉
）

近
衛
家
督
の
密
々
作
文
会
　
こ
れ
以
後
3
／
2
4
4
／
1
6
5
／
5

6
／
2
4
8
／
2
7
9
／
2
7
1
1
／
2
4
1
2
／
5
な
ど
頻
繁
に
密
々
作

文
会
（
猪
）

為
長
は
中
将
良
輔
の
師
と
な
る
（
玉
）

6



21　20
正
治
兀
年
2　10
ノ　　ノ
3　16

19　18

九
年
正　12
ノ　　ノ
26　17

24　＠＠31　30　＠　28　27　26　＠

　
　
1
2
／
1
7
近
衛
家
実
作
二
会
（
猪
）

九
年
正
／
2
6
近
衛
家
実
密
々
作
文
会
　
以
後
2
／
2
8
3
／
1
7
5
／
1
1
5
／
2
6

　
　
　
　
　
も
（
猪
）

　
　
1
0
／
1
6
経
房
作
文
会
（
自
暦
記
）

　
　
　
　
　
近
衛
家
実
作
文
連
句
会
　
以
後
4
／
1
8
／
2
1
9
／
1
3
9
／
3
0

　
　
　
　
　
1
0
／
1
1
1
0
／
2
7
1
1
／
1
1
2
／
5
1
2
／
2
1
も
。

　
　
1
2
／
2
九
条
兼
言
詩
歌
会
（
明
）

　
　
1
2
／
9
九
条
潮
岬
作
文
会
（
明
）

二
年
正
／
2
0
近
衛
家
実
作
文
連
句
会
　
以
後
も
2
／
1
6
2
／
2
0
2
／
2
3
2

　
　
　
　
　
／
2
8
2
／
2
9
閏
2
／
1
1
閏
2
／
1
3
閏
2
／
2
2
閏
2
／
2
8
3
／
1
0

　
　
　
　
　
3
／
1
1
3
／
2
3
3
／
2
6
4
／
4
4
／
2
1
5
ノ
ー
4
5
／
2
5
5
／
2
9

　
　
　
　
　
6
／
2
6
／
4
6
／
7
6
／
2
2
6
／
2
5
7
／
1
9
7
／
2
1
7
／
2
5

　
　
　
　
　
8
／
1
1
8
／
1
5
8
／
1
6
8
／
2
6
8
／
3
0
9
／
9
9
／
1
0
1
0
／
3

　
　
　
　
　
1
0
／
1
1
1
0
／
1
3
1
0
／
2
1
1
0
／
2
3
1
0
／
2
4
1
0
／
2
6
1
1
／
4
1
1
／
7

　
　
　
　
　
1
1
／
1
4
1
1
／
2
3
1
1
／
2
6
1
2
／
9
1
2
／
1
2
1
2
／
1
7
1
2
／
1
3
も

　
　
　
　
　
（
猪
）

　
　
2
／
9
九
条
良
経
詩
歌
会
（
玉
）
（
明
）

　
　
2
／
1
1
九
条
良
経
当
座
作
文
会
（
玉
）
（
明
）

　
　
2
／
2
2
九
条
良
経
詩
会
（
明
）

　
　
閏
2
／
8
九
条
良
経
作
文
会
（
明
）

　
　
閏
2
／
2
1
法
住
寺
邸
良
経
詩
歌
合
為
長
は
藤
原
定
家
と
品
番
（
明
）

　
　
閏
2
／
2
5
中
将
良
輔
詩
会
（
明
）

　
　
閏
2
／
2
8
九
条
良
経
来
迎
院
に
て
詩
歌
会
（
明
）

　
　
　
中
世
初
期
繕
紳
漢
文
学
概
観

＠　35　＠　33　32

12

／20
12　12　9　3
／　　／　　／　　／

10　9　23　3

37

嚼
m
元
年
2
／
2
4

38

@
　
二
年
2
／
2
0

⑯
元
久
元
年
6
／
2
2

＠＠＠　45　＠　43　＠　41　40　＠

　
　
2
／
2
2

　
　
8
／
2
0

三
年
正
／
2
6

　
　
7
／
2
7

　
　
8
／
1

　
　
8
／
8

　
　
8
／
1
8

　
　
1
2
／
2
3

二
年
正
／
1
1

良
経
・
良
輔
講
詩
（
明
）

中
将
良
輔
八
条
院
に
て
詩
会
（
明
）

九
条
良
経
詩
歌
合
（
明
）

内
裏
詩
歌
会
（
明
）

中
将
良
輔
詩
会
（
明
）

近
衛
家
実
作
文
連
句
会
　
以
後
も
3
／
2
3
／
1
2
3
／
1
8
3

／
2
2
3
／
2
6
3
／
2
9
5
／
4
5
／
2
4
5
／
2
6
6
／
2
9
7
／
1
1

7
／
1
6
7
／
2
3
8
／
6
9
／
6
1
0
／
1
2
1
0
／
1
5
1
0
／
1
6
1
1
／
5

も
（
猪
）

近
衛
明
珍
作
文
連
句
会
　
以
後
も
3
／
1
4
4
／
1
2
4
／
1
6
6

／
1
9
7
／
7
7
／
1
6
7
／
2
6
8
／
1
5
9
／
9
9
／
1
3
9
／
2
2

も
（
猪
）

御
書
所
作
文
会
（
明
）

御
書
所
作
文
会
（
百
）
（
明
）
（
猪
）

近
衛
家
方
作
文
連
句
会
　
以
後
も
3
／
1
2
3
／
1
8
3
／
2
9
4

／
6
4
／
1
1
6
／
9
6
／
2
3
7
／
7
8
／
2
8
も
（
猪
）

女
院
（
宜
秋
門
院
玉
子
）
御
所
に
て
良
経
詩
歌
会
（
明
）

九
条
良
経
詩
歌
合
（
明
）

中
納
言
良
輔
法
輪
寺
で
勒
韻
（
明
）

九
条
良
経
作
文
会
（
明
）

九
条
良
経
作
文
会
（
明
）

為
長
侍
読
と
な
る
（
明
）

為
長
　
土
御
門
天
皇
に
五
帝
本
紀
を
進
講
（
菅
）

7



　
　
　
　
　
　
中
世
初
期
緒
紳
漢
文
学
概
観

⑲
6
／
1
5
元
久
詩
歌
合
（
明
）
（
門
）
（
群
書
類
従
）

50

@
　
　
　
1
1
／
3
九
条
良
経
　
京
極
新
奇
に
て
詩
歌
合
（
，
口
）

㊥
　
　
三
年
2
／
2
4
九
条
良
経
作
文
会
（
三
）

⑫
建
永
元
年
8
／
2
0
近
衛
家
実
作
文
会
（
不
）

53

ｳ
元
元
年
1
2
／
2
9
後
鳥
羽
院
作
文
会
（
明
）

59　＠　＠　＠　55　54⑭

四

年

2　11
一　　／
11　14

　　　　　　　　　　年

10　6　4　正
／　　／　　／　　／
28　14　28　24

1
2
／
2
1

61

囓
?
�
N
3
／
3

66　65　＠　＠　62

12　9
／　　／
26　13

8　7　5
／　　／　　／
15　23　11

⑰
建
保
元
年
正
／
1
0

㊥
　
　
　
　
2
／
2
6

⑲
　
　
　
　
7
／
3

（
明
）

後
鳥
羽
院
水
無
瀬
殿
詩
歌
会
（
明
）

全
右
（
明
）

九
条
道
家
初
度
詩
歌
会
（
明
）

後
鳥
羽
院
高
陽
院
殿
作
文
会
（
百
）
（
猪
）

皇
弟
雅
成
親
王
斜
陽
殿
に
て
御
読
書
始
め
に
作
文
会
（
猪
）

九
条
道
家
密
々
作
文
会
　
以
後
も
2
／
1
7
2
／
2
0
2
／
2
2
2
／
2
5

3
／
1
も
（
蘂
）

為
長
　
順
徳
天
皇
の
侍
訟
（
菅
）

九
条
道
家
密
々
作
文
会
　
以
後
も
3
／
1
1
3
／
1
2
3
／
1
8
3

／
1
9
3
／
2
1
3
／
2
2
4
／
2
4
／
3
4
／
8
も
（
蘂
）

内
裏
詩
歌
合
（
蘂
）
（
百
）
（
明
）

内
大
臣
道
家
詩
歌
会
（
明
）

九
条
道
家
作
文
会
（
蘂
）

内
裏
詩
歌
合
（
順
）

御
書
所
作
文
会
（
明
）

内
裏
作
文
会
（
順
）
（
明
）

内
裏
詩
歌
合
（
群
書
類
従
）

為
長
　
後
鳥
羽
院
に
貞
観
需
要
を
進
講
（
明
）

79　＠＠＠＠＠　73　＠　71　＠，

二
年
2
／
3

三
年
正
／
6

四
「
正
／
1
9

　
　
3
／
1
5

　
　
1
0
／
3
0

　
　
1
2
／
8

五
年
4
／
1
4

　
　
1
0
／
1
0

り
　
こ
4
ノ
町
7
月

　
　
9
／
2
5

80

ｳ
久
二
年
7
／
7

81

@
　
　
　
7
／
3
0

⑫
　
　
　
　
8
／
1
5

83

蜑
梃
ｳ
年
2
／
2
3

⑭
　
　
三
年
4
月

85

ｳ
仁
元
年
2
／
2
1

⑳
嘉
禄
元
年
2
／
8

91　90　＠＠＠

3　2
／　　／
1　26

i：’

2　10　3
／　　／　　／

21　29　8
内
灘
．
吋
歌
合
（
明
）

内
裏
作
文
会
（
百
）

内
裏
作
文
会
（
順
）

内
裏
寺
歌
合
（
順
）

内
裏
作
文
会
（
順
）
（
明
）

中
殿
作
文
会
（
順
）
（
明
）

内
裏
詩
歌
会
（
明
）

内
裏
作
文
会
（
順
）

内
裏
作
文
会
（
順
）

内
裏
当
座
詩
歌
合
（
順
）

内
裏
七
夕
詩
歌
管
絃
会
（
順
）

御
書
所
作
文
会
（
順
）

内
裏
詩
歌
会
（
順
）

藤
原
孝
範
　
清
涼
寺
で
勧
進
詩
会
（
百
）

慈
鎮
　
天
王
寺
絵
堂
に
九
品
往
生
詩
を
掲
ぐ
（
門
）
（
法
然

上
人
行
状
画
図
）

近
衛
兼
経
賦
詩
（
岡
）

九
条
道
家
詩
会
（
明
）

九
条
教
実
詩
会
（
明
）

新
大
納
言
教
実
初
度
作
文
会
（
明
）

九
条
教
実
詩
歌
会
（
明
）

御
書
所
作
文
会
（
明
）

近
衛
兼
主
思
詩
（
岡
）

8



94　93　＠101　100　99　98　97　＠　95＠＠期
安
貞
二
年
1
0
／
2
4

⑮
寛
喜
元
年
3
／
2
3

⑯瑚鵬⑲
貞
永
元
年
7
／
1
0
内
裏
当
座
作
文
会
（
民
）

m
　
　
　
　
8
／
1
5
内
裏
作
文
会
（
民
）

m
　
　
二
年
2
／
8
藤
原
経
光
作
文
連
句
会

　
　
　
　
　
　
中
世
初
期
結
紳
漢
文
学
概
観

　
　
3
／
2
7
権
大
納
言
兼
経
初
度
作
文
会
（
明
）

　
　
4
／
1
3
中
納
言
頼
資
初
度
作
文
会
（
民
）

　
　
5
／
3
藤
原
経
光
詩
会
　
以
後
も
5
／
6
6
／
6
6
／
1
7
6
／
2
8
7

　
　
　
　
　
／
9
7
／
2
0
8
／
1
5
9
／
1
3
1
1
／
1
3
1
2
／
1
1
も
（
民
）

　
　
5
／
5
近
衛
兼
黒
影
詩
　
9
／
1
3
9
／
2
3
1
0
／
4
1
1
／
2
7
も
（
岡
）

　
　
5
／
2
8
九
条
基
家
詩
会
（
民
）

　
　
7
／
1
3
全
右
（
民
）

　
　
9
／
1
7
住
吉
社
々
頭
詩
歌
会
（
民
）

　
　
9
／
2
1
今
津
の
遊
女
家
で
詩
会
（
民
）

三
年
閏
3
／
3
近
衛
兼
経
賦
詩
　
同
月
8
・
1
5
・
2
5
も
（
岡
）

　
　
4
／
2
0
藤
原
経
光
詩
会
　
以
後
4
／
2
4
4
／
2
9
5
／
2
1
6
／
6
6
／
1
9

　
　
　
　
　
7
／
3
7
／
7
9
／
9
9
／
1
3
9
／
3
0
1
0
／
1
4
も
（
民
）

　
　
6
／
1
9
内
大
臣
兼
経
初
度
作
文
会
（
民
）

　
　
6
／
1
2
右
大
臣
教
実
初
度
作
文
会
延
引
　
　
菅
原
豆
蒔
出
題
（
民
）

　
　
　
　
　
（
明
）

　
　
　
　
　
藤
原
経
光
連
句
会
（
民
）

　
　
　
　
　
九
条
教
実
詩
歌
会
（
明
）

　
　
1
1
／
2
為
長
　
後
堀
河
天
皇
侍
読
（
明
）

三
年
3
／
3
藤
原
経
帰
籍
句
会
　
3
／
1
7
も
（
民
）

　
　
8
／
1
7
藤
原
頼
資
作
文
会
（
民
）

以
後
2
／
9
2
／
1
1
4
／
2
5
4
／
2
6

　
　
　
　
　
　
　
　
も
（
民
）

⑫
嘉
禎
四
年
2
／
2
9
四
条
天
皇
に
為
長
は
孝
文
本
紀
進
講
（
菅
）

m
　
　
　
　
9
／
1
3
法
性
寺
一
音
新
作
文
場
（
百
）

⑭
仁
治
元
年
1
1
／
2
7
右
大
臣
一
条
実
経
作
文
会
（
平
）

⑮
三
年
7
／
1
0
後
嵯
峨
天
皇
に
五
帝
本
紀
及
び
貞
観
薄
端
を
進
講
（
菅
）

m
寛
元
元
年
7
／
2
8
九
条
基
家
詩
会
　
9
／
1
3
も
（
民
）

＠ 120　＠　118　117

二
年
1
1
／
7

三
年
6
／
2
2

　
　
1
2
／
5

　
　
1
2
／
8

四
年
3
／
2
8 内

裏
作
文
会
（
百
）

中
納
言
二
条
道
良
作
文
会
（
平
）

左
大
臣
一
条
実
経
詩
歌
管
絃
会
（
平
）

右
大
臣
鷹
司
兼
平
作
文
会
（
平
）

菅
原
為
長
嘉
去
（
葉
黄
記
）

一
年
に
二
回
行
な
わ
れ
る
釈
莫
（
中
止
や
延
引
が
多
い
）
で
も
詩
会
が
催
さ
れ
て
い

る
が
、
そ
れ
は
別
の
機
会
に
考
え
る
こ
と
と
し
よ
う
。
右
表
の
う
ち
④
⑰
⑰
⑱
⑳

⑲
⑯
⑫
⑮
⑭
の
菅
原
為
長
個
人
の
項
目
を
除
い
た
百
十
一
項
を
通
覧
調
査
し
て

み
て
、
考
え
ね
ば
な
ら
ぬ
事
が
多
い
。
例
え
ば
、
ど
の
年
に
多
く
賄
れ
の
詩
会
が

あ
っ
て
そ
れ
は
文
学
史
的
に
ど
う
い
う
意
味
を
持
つ
の
か
と
か
、
主
催
者
や
出
席

の
文
人
か
ら
、
当
時
の
幾
つ
か
の
詩
壇
が
帰
納
的
に
明
ら
め
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か

と
か
、
新
古
今
歌
風
形
成
な
ど
和
歌
の
歴
史
と
の
関
連
如
何
i
と
か
で
あ
る
。

ま
ず
右
の
表
を
主
催
者
に
よ
っ
て
分
類
し
、
多
い
順
に
並
べ
て
み
る
と
、

　
九
条
良
経
　
　
　
　
廿
一
　
7
9
1
0
1
2
⑬
1
4
⑳
⑳
2
6
2
7
2
8
⑳
3
1
⑭
⑫
4
3
4
5
⑯
⑲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5
0
⑭

　
順
徳
天
皇
（
院
）
　
十
九
　
6
2
6
5
6
6
⑰
⑱
⑳
7
1
⑫
7
3
⑫
㊨
⑯
⑰
⑱
7
9
8
0
8
1
⑫
9
0

　
後
鳥
羽
院
　
　
　
　
　
十
　
①
2
5
6
1
1
5
3
5
4
5
5
⑰
㊥
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近
衛
奇
霊

九
条
道
家

近
衛
兼
経

九
条
良
輔

と
い
う
こ
と
に
な
る
。

て
、
数
字
の
妥
当
性
は
多
少
減
じ
る
も
の
の
、

徳
二
代
の
内
裏
詩
歌
会
や
、

・
連
句
会
な
ど
の
様
子
が
こ
れ
ら
記
録
で
知
り
得
る
の
で
あ
る
。

　
後
鳥
羽
天
皇
が
四
歳
で
受
禅
な
さ
っ
た
の
は
寿
永
二
年
八
月
廿
四
日
で
あ
り
、

平
家
一
門
が
西
海
に
落
ち
の
び
た
後
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
御
在
位
時
代
の
宮
中
の

御
会
は
天
皇
の
御
意
思
は
働
い
て
お
ら
ず
、
後
鳥
羽
院
の
文
学
へ
の
情
熱
は
、
建

久
九
年
正
月
御
退
位
な
さ
っ
て
以
後
高
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
承
元
元
年
（
一
二
〇

七
）
十
二
月
廿
九
日
の
『
明
月
記
』
に
、

　
　
　
ひ
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

　
近
日
偏
へ
に
詩
の
御
沙
汰
あ
り
云
々
。
事
若
し
後
干
に
非
ざ
れ
ば
、
好
文
の
世

　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
已
に
近
き
に
在
る
か
。
家
に
帰
り
て
必
ず
や
参
院
有
ら
ん
と
終
日
相
ひ
待
つ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
晩
頭
出
御
あ
り
。
親
経
卿
を
召
し
て
詩
を
献
ぜ
し
め
給
ひ
御
作
文
あ
り
。
文
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ば
か

　
は
此
の
間
、
只
だ
宗
行
・
家
至
言
り
な
り
云
々
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

と
記
さ
れ
て
お
り
、
藤
原
親
経
・
宗
行
・
言
霊
ら
を
メ
ン
バ
ー
と
す
る
後
鳥
羽
院

詩
壇
の
存
在
が
想
像
さ
れ
る
が
、
記
録
の
上
で
は
後
鳥
羽
院
主
催
の
作
文
会
は
承

元
元
年
の
暮
れ
か
ら
翌
二
年
冬
ま
で
の
一
年
間
だ
け
で
、
線
香
花
火
の
よ
う
に
あ

っ
け
な
く
、
”
好
文
の
世
已
に
近
き
に
在
る
か
”
と
記
し
た
定
家
の
予
測
は
無
残

に
覆
え
っ
た
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
で
は
他
に
詩
壇
と
称
せ
る
も
の
が
存
在
し
た
か
ど
う
か
。
詩
壇
と
い
う
か

中
世
初
期
繕
紳
漢
文
学
概
観

　
　
　
　
九
　
1
6
1
8
1
9
2
1
2
4
3
7
3
8
4
1
⑫
（
実
際
回
数
は
こ
れ
以
上
）

　
　
　
　
⊥
ハ
　
⑯
5
9
6
1
㊥
＠
⑳

　
　
　
　
⊥
ハ
　
8
5
9
1
⑳
9
5
㎜
＠

　
　
　
　
五
　
3
0
3
2
3
3
⑳
⑭

　
　
　
筆
者
の
調
査
し
た
史
料
の
偏
り
や
年
代
の
開
き
に
よ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
好
学
で
あ
ら
れ
た
後
鳥
羽
・
順

　
　
　
　
　
文
人
公
卿
の
九
条
・
近
衛
両
家
を
中
心
と
す
る
作
文

ら
に
は
中
核
的
詩
人
が
な
く
て
は
な
る
ま
い
。
そ
う
い
う
人
物
が
存
在
す
る
か
ど

う
か
。
手
間
が
か
か
っ
て
厄
介
な
作
業
だ
が
、
横
軸
に
順
徳
天
皇
や
九
条
良
経
・

良
輔
・
道
家
や
、
近
衛
家
実
・
兼
経
・
教
実
ら
の
各
詩
会
を
置
き
、
縦
軸
に
出
席

の
文
人
名
を
並
べ
て
み
た
。
複
雑
な
一
覧
表
な
の
で
こ
こ
に
は
掲
載
出
来
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

が
、
や
は
り
特
定
の
詩
人
グ
ル
ー
プ
の
存
在
は
認
め
難
い
。
記
録
に
よ
っ
て
、
列

席
文
人
の
全
氏
名
を
あ
げ
て
い
る
も
の
や
一
部
し
か
記
し
て
な
い
も
の
、
そ
し
て

全
く
人
名
を
あ
げ
て
な
い
も
の
等
い
ろ
い
ろ
で
、
し
か
も
近
衛
家
実
・
九
条
道
家

・
藤
原
経
光
ら
が
頻
繁
に
催
し
た
密
々
の
私
的
作
文
会
は
、
年
間
の
数
回
の
も
の

を
一
回
と
し
か
数
え
て
い
な
い
の
で
、
数
字
そ
の
も
の
の
意
義
は
甚
だ
稀
薄
と
な

っ
て
い
る
が
、
そ
れ
で
も
当
時
の
漢
詩
界
で
活
躍
し
た
貴
族
の
顔
ぶ
れ
が
大
体
わ

か
る
。
筆
者
が
作
成
し
た
一
覧
表
に
、
十
一
回
以
上
出
て
く
る
文
人
を
列
挙
し
て

み
よ
う
。
ア
ラ
ビ
ア
数
字
が
出
席
回
数
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
回
忌
五
回
が
三
十
四
名
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
総
計
百
八
十
三
人
の
名
前
が
晴
れ
の
作
文
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
な
か
で
菅
原
半
長
の
出
席
回
数
は
ず
ば
抜
け
て
多

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
も
し
詩
壇
が
存
在
し
て
い
た
と
し
て
も
）
万
遍

な
く
諸
方
の
詩
会
に
出
入
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

　
さ
て
、
副
題
に
そ
っ
て
菅
原
為
長
の
文
学
に
つ
い
て
論
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

　
菅
原
為
長
3
8
　
　
藤
原
頼
範
1
7

　
　
　
　
　
⑮

　
藤
原
資
実
1
7
　
　
藤
原
長
兼
1
6

　
藤
原
孝
範
1
4
　
　
藤
原
成
信
1
4

　
菅
原
在
高
1
3
　
　
藤
原
信
定
1
2

鎌
倉
時
代
初
期
の
結
紳
文
人
研
究
の
、

山
肌
回
～
十
回
が
十
七
名
、

の
み
表
わ
れ
る
の
が
八
十
四
名
で
、

に
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

く
、
当
代
を
代
表
す
る
彼
は
、

藤
原
宗
業
1
7

藤
原
定
家
1
5

藤
原
有
家
1
4

藤
原
家
光
1
2

一
応
の
手
が
か
り
に
は
な
る
。
こ
の
ほ
か

　
　
　
　
　
　
二
回
が
三
十
六
名
、
　
一
回
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順
序
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
筆
者
の
読
み
た
い
為
長
の
（
古
詩
に
し
ろ
近
体
詩
に
し

ろ
首
尾
の
整
っ
た
完
全
な
）
作
品
は
、
現
在
殆
ん
ど
目
に
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。

1
今
後
、
手
鑑
や
紙
背
文
書
の
詩
懐
紙
（
例
え
ば
猪
隈
関
白
日
記
紙
背
詩
懐
紙
）
か

ら
、
彼
の
律
詩
や
絶
句
が
見
出
さ
れ
る
可
能
性
は
充
分
残
さ
れ
て
い
る
に
し
て
も

一
。
『
本
朝
文
集
』
巻
六
十
六
に
収
め
ら
れ
た
為
長
の
上
表
文
・
調
調
理
・
願

文
な
ど
は
、
彼
の
学
識
や
文
章
構
成
力
を
示
す
と
し
て
も
、
筆
者
の
文
学
的
研
究

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

心
を
そ
そ
る
も
の
で
は
な
く
、
『
鳩
嶺
集
』
や
『
和
漢
兼
作
集
』
そ
し
て
詩
歌
合

せ
な
ど
の
作
品
も
、
菅
原
為
長
の
文
学
的
世
界
を
追
究
す
る
に
は
不
充
分
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

る
。
”
不
充
分
”
と
書
い
た
の
は
筆
者
の
主
観
で
あ
っ
て
、
文
学
的
真
実
を
求
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

る
の
に
急
な
あ
ま
り
、
資
料
の
中
か
ら
文
学
史
的
事
実
を
摘
出
体
系
化
す
る
熱
意

に
欠
け
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
少
し
弁
解
じ
み
た
文
章
を
弄
し
た
が
、
　
『
菅
家

文
草
』
や
『
本
朝
麗
藻
』
の
如
き
完
全
な
詩
型
の
文
集
が
中
世
貴
族
に
殆
ん
ど
な

い
の
は
、
当
時
の
作
詩
事
情
に
も
よ
る
の
だ
ろ
う
。
『
和
漢
朗
詠
集
』
あ
た
り
に

端
を
発
し
、
宮
廷
貴
族
た
ち
は
秀
句
を
読
み
作
る
こ
と
を
好
ん
だ
。
連
句
・
詩
合

・
詩
歌
合
の
流
行
が
こ
れ
に
拍
車
を
か
け
、
上
奏
表
文
や
願
文
の
作
製
に
於
て

も
、
そ
の
中
の
秀
れ
た
旬
を
競
い
あ
う
。
藤
原
宗
業
が
左
府
上
表
文
で
作
っ
た

”
夏
里
季
之
匿
終
南
、
霜
侵
双
文
之
髪
。
陶
厳
明
之
帰
幽
栖
、
月
曜
五
柳
之
伝
”

の
句
を
自
讃
し
た
と
い
う
の
も
（
三
長
記
。
建
久
六
、
十
一
、
十
七
）
そ
う
い
う
風

潮
の
表
れ
と
思
え
る
。
又
、
正
治
二
年
閏
二
月
廿
一
日
の
詩
歌
合
せ
で
、
定
家
は

詩
を
藤
原
信
定
の
歌
と
合
せ
ら
れ
た
が
、
”
見
鐘
右
近
松
風
夕
　
鳳
賛
躍
遺
草
露

春
”
，
の
配
陣
（
律
詩
の
頷
聯
の
日
本
的
表
現
）
が
座
中
に
も
て
は
や
さ
れ
、
作
者
の

定
家
自
身
は
”
尤
為
存
外
”
と
あ
っ
け
に
と
ら
れ
た
と
い
う
『
明
月
記
』
の
記
述

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

も
、
以
上
の
事
情
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
”
詩
は
発
・
冗
句
を
作
ら
ず
、

　
　
　
　
　
　
中
世
初
期
結
紳
漢
文
学
概
観

胸
・
益
鳥
を
ば
和
歌
二
首
に
合
わ
す
な
り
”
と
い
う
記
事
が
同
日
に
書
か
れ
て
い

る
事
も
付
記
し
て
置
き
た
い
。

　
こ
う
い
う
作
詩
状
況
の
中
で
、
中
世
緒
難
文
入
の
用
い
る
虎
の
巻
・
参
考
書
が

ど
ん
な
も
の
で
あ
る
か
は
、
ほ
ぼ
想
像
出
来
る
が
、
『
古
今
著
聞
集
』
締
盟
か
ら

二
つ
の
挿
話
を
ぬ
き
出
し
て
お
こ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

○
彼
の
為
憲
は
、
文
場
ご
と
に
嚢
に
抄
物
を
入
て
随
身
し
け
る
を
、
土
嚢
と
は
名

　
づ
け
た
り
け
り
。

○
嘉
応
二
年
九
月
十
三
夜
、
宝
荘
厳
院
に
て
当
座
の
詩
歌
合
あ
り
け
る
に
、
式
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
大
輔
永
垂
耳
、
月
の
か
げ
に
立
ち
い
で
て
抄
物
を
み
て
、
「
楼
台
月
映
毛
穴
冷

　
七
十
秋
閑
紅
涙
絵
」
と
い
ふ
秀
句
を
作
り
た
り
け
る
。
む
か
し
は
、
ふ
と
こ
ろ

　
に
抄
物
な
ど
も
つ
、
く
る
し
か
ら
ぬ
事
な
り
け
り
。
近
代
は
、
不
覚
の
事
に
お

　
も
ひ
て
、
も
た
ぬ
事
に
な
り
は
て
に
け
り
。

抄
物
は
作
文
に
不
可
欠
の
参
考
書
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
菅
原
周
長
撰
の
『
文
鳳
抄
』
も
、
か
か
る
抄
物
の
一
で
あ
っ
た
。
　
”
文
鳳
”
と

い
う
書
名
は
、
こ
の
本
の
巻
九
の
鳥
獣
部
の
は
じ
め
に
あ
る
五
色
↑
↓
五
号
の
説

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

明
が
由
来
を
教
え
て
く
れ
る
。
そ
れ
は
『
東
観
漢
記
」
の
、

　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
張
鷹
峯
ハ
文
成
、
児
為
リ
シ
時
二
夢
ミ
ラ
ク
、
紫
ノ
色
ア
ル
大
鳥
、
五
彩
成
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
デ
降
ル
ト
ミ
ル
。
家
庭
二
士
ノ
祖
謂
テ
日
ク
、
「
五
色
ノ
赤
文
ア
ル
ハ
鳳
ナ
リ
。

　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
す

　
紫
文
ア
ル
ハ
繋
鷲
ナ
リ
。
鳳
ノ
吾
が
児
ヲ
佐
ク
ル
コ
ト
ヲ
為
ス
ニ
文
章
ヲ
以
テ

　
ス
。
朝
廷
二
瑞
ア
リ
。
因
テ
名
ト
為
サ
ン
」
ト
。
（
傍
点
は
筆
者
）

と
い
う
文
章
に
拠
っ
て
い
る
ら
し
く
、
明
ら
か
に
作
文
の
佐
け
の
為
に
作
ら
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

の
で
あ
る
。
現
存
す
る
諸
本
に
つ
い
て
は
山
崎
誠
氏
の
詳
細
な
研
究
が
あ
る
が
、

こ
こ
で
は
大
阪
府
立
図
書
館
蔵
の
東
坊
城
家
本
の
み
に
よ
っ
て
、
菅
原
為
長
骨
の

11



　
　
　
　
　
　
中
世
初
期
緒
紳
漢
文
学
概
観

書
物
を
概
観
す
る
こ
と
に
す
る
。

　
こ
の
本
の
構
成
は
、
紙
幅
の
関
係
上
詳
細
に
述
べ
ら
れ
な
い
が
、
巻
日
天
面
部

（
天
、
日
、
月
、
星
か
、
ら
氷
霜
ま
で
三
十
四
項
）
か
ち
、
巻
㈹
鳥
獣
部
（
鳳
な
ど
十
四
項
目

魚
虫
部
（
魚
、
虫
、
蝉
、
蛍
の
四
項
）
方
角
部
（
東
、
西
か
ら
遠
近
ま
で
十
三
項
）
光
彩

部
（
紅
紫
な
ど
七
項
）
の
十
八
部
（
但
し
巻
五
が
欠
巻
）
と
、
巻
㈲
は
少
し
傾
向
を
異

に
し
た
同
訓
部
（
平
他
字
を
イ
ロ
ハ
順
）
異
訓
部
（
随
訓
異
言
字
、
両
音
字
、
略
韻
、
】
字

抄
）
と
で
成
っ
て
い
る
。
こ
の
構
成
は
中
世
の
他
の
字
書
『
郷
紅
雨
』
（
内
閣
文
庫

本
）
や
『
明
文
抄
』
（
続
群
書
類
従
）
と
類
似
し
て
い
る
。
『
五
爵
抄
』
の
巻
心
は
韻

書
的
性
格
の
も
の
で
、
こ
れ
だ
け
を
と
り
あ
げ
て
『
平
他
字
類
抄
』
（
続
群
書
類
従

所
収
）
と
較
べ
て
み
て
も
、
分
類
が
よ
く
似
通
っ
て
い
る
。
も
う
少
し
詳
し
く
内

容
に
立
ち
入
っ
て
み
る
と
、

　
①
分
類
項
目
に
合
っ
た
二
字
の
熟
語

　
②
三
字
、
四
字
の
句
に
平
灰
点
を
つ
け
た
も
の
（
こ
れ
ら
及
び
①
を
組
み
合
せ
る

　
　
と
五
言
句
、
七
言
句
が
作
れ
る
）

　
③
古
人
の
名
句
・
秀
句
（
出
典
名
を
記
す
も
の
が
多
い
）

　
④
名
句
が
成
立
し
た
故
事

な
ど
を
要
領
よ
く
集
め
た
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
為
事
が
註
記
し
て
い
る
出
典
書

物
を
見
る
と
、
『
文
選
』
と
『
白
氏
文
集
』
が
圧
倒
的
に
多
く
、
従
っ
て
こ
れ
ら

を
手
本
と
し
て
作
ら
れ
た
中
世
貴
族
の
詩
は
、
平
安
時
代
の
そ
れ
と
異
質
の
も
の

で
あ
っ
た
と
は
思
わ
れ
な
い
。
次
い
で
為
長
が
幼
少
の
頃
に
学
ん
だ
『
李
嬌
百
詠
』

か
ら
の
引
用
が
多
く
、
あ
と
は
一
書
、
漢
書
、
史
記
、
一
書
な
ど
の
史
書
か
ら
、

毛
附
、
楚
辞
、
論
語
、
荘
子
、
礼
記
、
漢
武
故
事
、
続
晋
陽
秋
な
ど
か
ら
列
子
、

山
海
経
、
神
仙
伝
、
幽
明
録
、
捜
神
記
そ
れ
に
初
学
記
、
荊
書
記
、
風
俗
通
等
多

岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。

　
菅
原
等
長
は
こ
れ
ら
詩
句
や
故
事
を
、
原
典
か
ら
蒐
集
分
類
し
た
の
で
あ
ろ
う

か
。
こ
れ
は
今
さ
ら
多
く
の
労
力
を
か
け
て
確
認
せ
ね
ば
な
ら
な
い
問
題
で
は
な

く
、
『
文
鳳
抄
』
の
如
き
参
考
書
を
用
い
て
作
ら
れ
た
中
世
初
期
漢
詩
の
、
文
芸

的
内
容
が
重
要
な
の
で
あ
る
。
今
後
筆
者
に
課
せ
ら
れ
た
仕
事
は
、
菅
原
塾
長
の

み
な
ら
ず
中
世
文
人
の
詩
の
解
釈
学
的
研
究
を
一
首
一
首
と
積
み
重
ね
て
、
同
時

代
の
五
山
詩
と
比
較
し
な
が
ら
両
者
の
理
解
を
深
め
、
前
時
代
の
作
品
と
の
相
異

を
見
き
わ
め
て
い
く
事
で
あ
る
。
い
つ
展
望
が
開
け
る
か
予
想
出
来
な
い
が
、
気

長
に
読
ん
で
い
く
よ
り
方
法
は
な
い
。

　
　
最
後
に
、
広
く
当
時
代
の
漢
文
学
相
を
眺
望
し
よ
う
と
欲
張
っ
て
、
焦
点
の

定
ま
ら
ぬ
構
成
と
な
っ
た
り
、
異
例
の
長
い
注
を
付
け
た
り
し
た
事
を
、
自
愛
を

こ
め
な
が
ら
寛
恕
を
乞
う
次
第
で
あ
る
。

　　注
＠＠o
拙
著
『
五
山
詩
史
の
研
究
』
九
頁
以
下
参
照
。

『
順
徳
院
哀
記
』
同
日
の
項
。

藤
原
宗
業
は
十
頁
下
段
の
詩
会
出
席
回
数
が
示
す
如
く
、
こ
の
時
代
の
主
要
文
人
な

の
で
、
少
し
く
概
説
し
て
お
く
。
藤
原
宗
業
は
出
世
主
義
者
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
儒

官
と
し
て
の
出
発
点
に
於
て
、
早
く
も
そ
の
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
承
安
三
年
（
＝

七
三
）
五
月
十
四
日
、
宗
業
は
方
略
の
宣
旨
を
蒙
る
が
、
そ
の
時
の
旧
事
に
不
実
の
答

が
あ
っ
た
ら
し
く
召
し
返
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
翌
年
の
三
月
廿
二
日
に
学
問
料
試
を

　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

受
け
た
時
、
「
身
は
重
代
に
非
ず
と
錐
も
、
学
は
す
で
に
稽
古
に
疲
る
。
参
れ
世
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
カ
　
　
へ

の
知
る
所
で
あ
る
。
優
文
の
こ
の
世
に
於
て
、
ど
う
し
て
名
誉
を
求
め
な
い
と
い
う

こ
と
が
あ
ろ
う
。
も
し
方
略
が
許
さ
れ
な
い
な
ら
せ
め
て
学
問
料
を
給
し
て
下
さ

い
」
と
上
申
し
、
九
条
兼
実
は
「
三
業
は
才
学
文
章
旧
い
兼
ね
、
名
誉
は
天
下
に
知

ら
れ
る
。
働
て
美
酒
せ
ら
る
」
（
玉
葉
、
養
和
元
、
十
一
、
十
二
）
と
述
べ
て
学
問

給
料
生
と
し
た
。
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③＠＠＠⑦

藤
原
宗
業
は
内
磨
家
の
子
孫
で
「
尊
卑
分
脈
』
『
公
卿
補
任
』
何
れ
も
、
　
”
宗
光
の

子
で
あ
る
が
実
は
阿
波
権
守
経
サ
の
子
”
と
し
て
い
る
。
こ
の
家
系
に
対
す
る
コ
ン

プ
レ
ッ
ク
ス
は
宗
業
の
主
観
的
産
物
で
は
な
く
、
伊
勢
神
宮
奉
幣
の
宣
命
草
を
書
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
ゐ
　
　
へ
　
　
ぬ
　
　
も

誤
っ
た
時
、
九
条
兼
実
は
「
主
業
は
苦
学
の
聞
え
は
有
る
が
、
家
は
重
代
に
非
ず
、

身
は
学
堂
の
教
訓
か
ら
隔
た
る
。
故
に
こ
の
失
有
る
か
」
（
玉
葉
、
建
久
四
、
正
、

四
）
と
述
懐
し
て
お
り
、
『
三
長
記
』
に
も
、
彼
が
改
元
の
勘
申
に
関
ら
な
か
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
う
　
　
う
　
　
も
　
　
へ

理
由
を
、
「
是
れ
み
な
式
部
大
輔
（
宗
業
）
は
重
代
に
非
ず
、
権
大
輔
（
菅
原
為
長
）

重
代
の
故
な
り
」
（
承
元
五
、
三
、
一
）
と
記
し
て
い
る
。
か
か
る
卑
下
感
が
彼
の

苦
学
の
原
動
力
の
一
と
な
り
、
建
久
五
年
（
一
一
九
四
）
七
月
七
日
の
大
将
作
文
会

で
昇
殿
を
執
拗
に
請
い
（
結
果
は
不
許
）
、
建
暦
二
年
（
一
二
一
二
）
に
な
っ
て
、

や
っ
と
御
書
所
作
二
会
の
時
昇
殿
を
聴
さ
れ
た
。
こ
の
時
、
藤
原
定
家
は
、
「
当
時

の
政
、
耳
目
を
驚
か
す
事
太
だ
多
し
。
罷
れ
賞
文
の
故
か
」
（
同
年
、
十
二
、
廿
六
）

と
か
「
近
日
儒
家
の
光
華
、
上
古
の
明
時
に
過
ぎ
、
耳
目
を
驚
か
す
こ
と
数
え
き
れ

ず
。
二
業
の
昇
殿
は
彼
の
文
章
に
よ
る
」
（
建
保
元
、
正
、
十
）
と
、
不
快
感
を
思

わ
ず
も
ら
し
て
い
る
。
忌
敵
自
身
も
、
自
作
の
左
府
上
表
文
の
中
の
秀
句
を
人
々
の

前
で
自
讃
し
た
り
し
て
い
て
（
三
長
記
、
建
久
六
、
十
一
、
十
七
）
自
負
心
の
強
い

人
で
あ
っ
た
。
建
保
五
年
に
は
従
三
位
に
ま
で
昇
進
し
、
承
久
元
年
九
月
廿
九
日
に

出
家
し
た
。
こ
れ
よ
り
程
な
く
他
界
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

菅
原
道
真
一
高
視
一
雅
視
（
高
辻
祖
）
一
国
忠
一
路
標
（
「
更
級
日
記
」
作
者
の
父
）

一
定
苗
我
－
是
綱
一
出
旦
忠
一
長
守
一
町
長

山
崎
誠
「
菅
大
府
卿
為
長
腎
小
考
」
（
『
国
語
・
国
文
』
四
八
巻
二
号
）

神
田
喜
一
郎
「
奇
計
百
詠
雑
考
」
（
『
ピ
プ
リ
ア
』
一
）

『
猪
隈
関
白
記
』
（
正
治
元
・
八
・
十
七
）
に
、
藤
原
家
実
邸
の
慶
賀
作
文
会
出
席
者

の
中
に
”
文
章
博
士
長
守
朝
臣
〃
と
あ
る
。

中
世
過
渡
期
の
文
人
な
の
で
、
伝
を
略
記
し
て
お
く
。
永
範
は
良
嗣
流
の
藤
原
永
実

の
二
男
で
母
は
中
原
師
平
面
。
『
公
卿
補
任
』
に
よ
る
と
、
十
五
歳
で
勧
学
院
学
問

料
を
給
さ
れ
、
元
永
元
年
十
二
月
、
十
九
歳
で
（
菅
原
為
長
よ
り
九
年
も
早
い
）
文

章
得
業
生
と
な
り
、
保
延
五
年
十
二
月
、
四
十
歳
で
文
章
博
士
、
仁
平
三
年
正
月
、

五
十
四
歳
で
式
部
大
輔
に
昇
進
す
る
。
久
寿
二
年
、
大
嘗
会
悠
紀
方
屏
風
に
”
曇
り

中
世
初
期
紹
紳
漢
文
学
概
観

⑧⑨⑩

な
き
鏡
の
山
の
月
を
見
て
あ
き
ら
け
き
よ
を
空
に
し
る
か
な
”
と
い
う
歌
を
詠
み
、

新
古
今
集
に
採
ら
れ
、
承
安
二
年
、
藤
原
清
輔
の
尚
歯
会
で
も
“
い
と
ひ
こ
し
老
こ

そ
今
日
は
う
れ
し
け
れ
…
…
”
を
作
る
な
ど
、
歌
壇
で
も
活
躍
し
た
。
承
安
三
年
三

月
、
平
清
盛
の
命
で
宋
へ
の
返
牒
を
草
し
（
玉
葉
）
、
後
白
河
院
の
侍
読
を
二
度
も

勤
め
、
治
承
四
年
十
一
月
、
頼
朝
の
挙
兵
の
報
に
混
乱
す
る
中
で
八
十
一
歳
の
生
涯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ば
か

を
閉
じ
た
。
「
山
椀
記
』
（
治
承
四
・
十
一
・
九
）
に
は
”
今
夜
子
の
時
許
り
、
正
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヨ
　
　
へ

直
行
宮
内
卿
式
部
大
輔
藤
原
朝
臣
永
範
奉
ず
。
年
七
十
五
。
臨
終
正
念
云
々
。
去
月

十
一
日
出
家
し
、
数
日
病
に
臥
し
、
大
小
便
不
通
な
り
。
三
代
（
法
皇
、
二
条
院
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ぬ
　
　
カ
　
　
ヤ

新
院
）
の
帝
者
の
師
と
な
り
、
文
道
の
滅
亡
巳
に
此
の
時
に
在
り
”
と
記
さ
れ
、
少

し
大
げ
さ
だ
が
一
代
の
碩
儒
で
あ
っ
た
こ
と
を
述
べ
る
。
な
お
、
没
年
に
つ
い
て

は
、
『
公
卿
補
任
』
は
八
十
一
、
『
明
月
記
』
は
八
十
五
、
「
山
書
記
』
は
七
十
五
と

す
る
が
、
こ
こ
は
『
公
卿
補
任
』
に
拠
る
。

藤
原
氏
北
家
内
麿
流
で
、
『
尊
卑
分
脈
』
に
よ
る
と
、
内
談
…
…
有
国
－
広
業
一
家

経
一
正
家
一
俊
信
一
顕
業
i
俊
経
－
親
経
と
な
っ
て
お
り
、
五
代
遡
っ
た
広
業
が
式

部
大
輔
・
文
章
博
士
に
な
っ
て
い
て
、
こ
の
人
物
か
ら
学
問
の
家
柄
と
な
っ
た
ら
し

い
。
な
お
息
の
四
二
に
つ
い
て
は
注
⑩
参
照
。

『
玉
葉
』
（
治
承
四
・
正
・
廿
五
）
を
書
き
下
し
て
お
く
。

「
午
刻
、
頭
中
将
通
親
朝
臣
来
り
、
勅
を
伝
え
て
窪
く
、
「
給
料
学
生
三
人
、
秀
才

を
争
い
訴
う
。
（
給
料
の
次
第
は
、
第
一
季
光
、
第
二
頼
範
、
第
三
通
業
な
り
。
而

し
て
通
業
は
先
例
に
勘
し
、
侍
中
た
る
に
依
り
干
せ
ら
る
べ
き
の
由
訴
え
申
す
云

々
）
い
か
様
に
仰
せ
下
さ
る
べ
き
や
」
…
…
（
中
略
）
…
…
申
し
て
云
く
、
「
秀
才

の
事
、
通
業
は
侍
中
た
る
に
依
り
、
抽
呈
せ
ら
る
べ
き
の
由
を
申
す
は
、
其
の
謂
れ

無
き
に
非
ず
。
又
、
儒
道
の
習
い
と
し
て
次
第
を
超
え
ず
。
両
ケ
の
間
、
左
右
只
だ

勅
定
に
在
る
べ
し
。
抑
も
頼
範
に
於
て
は
永
範
朝
臣
の
孫
な
り
。
尤
も
其
の
仁
に
当

る
。
季
光
と
通
路
の
間
は
所
詮
学
生
の
名
誉
に
依
る
べ
き
か
。
」
家
柄
血
統
か
ら
頼
範

は
問
題
な
く
決
っ
た
が
、
二
業
に
つ
い
て
は
矛
盾
し
た
二
つ
の
先
例
が
あ
る
の
で
決

定
は
勅
定
に
あ
ず
け
、
季
光
は
学
業
に
よ
っ
て
判
定
す
べ
き
で
あ
る
と
答
え
て
い
る
。

文
人
菅
原
為
長
の
名
は
、
こ
れ
以
前
に
も
『
玉
葉
』
（
文
治
二
・
六
・
廿
）
に
見
え

て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
九
条
豊
実
が
摂
政
に
就
任
し
た
賀
宴
に
勧
学
雪
叩
が
参
上
し

13



⑪⑫
⑬
．

中
世
初
期
繕
紳
漢
文
学
概
観

た
時
、
「
城
外
の
菅
家
秀
才
為
長
、
先
例
無
き
に
依
り
之
を
召
さ
ず
」
と
い
う
記
述

で
あ
る
。
も
し
先
例
に
拘
ら
な
か
っ
た
と
し
た
ら
、
為
長
を
召
し
寄
せ
て
賀
宴
に
花

を
副
え
た
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
勧
学
院
の
学
閥
を
超
え
て
、
監
守
・
為
長
父
子
に

目
を
か
け
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

『
明
月
記
』
（
嘉
禄
元
・
二
・
八
）
に
「
大
蔵
卿
（
菅
原
為
長
）
内
々
（
九
条
道
家
）

の
仰
せ
を
伝
う
。
”
天
永
の
法
性
寺
殿
初
度
作
文
に
、
殿
上
地
下
位
次
に
任
せ
相
い

　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

交
わ
り
詩
を
置
く
。
後
々
の
例
に
は
其
の
事
無
き
か
。
今
夜
、
毎
事
か
の
天
永
の
例

を
逐
う
。
此
の
事
如
何
。
且
つ
相
い
計
る
べ
し
”
と
。
予
（
定
家
）
申
し
云
く
」

と
、
文
台
に
詩
を
置
く
天
永
の
例
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
畢
寛
、
鎌
倉
時
代
の
貴

族
の
詩
会
と
は
こ
ん
な
も
の
で
、
質
的
に
は
五
山
文
学
の
詩
に
と
う
て
い
及
ば
な
い

と
、
筆
者
は
考
え
る
。

清
撰
に
関
し
、
も
う
一
つ
例
を
あ
げ
て
お
こ
う
。
『
順
徳
院
御
記
』
の
建
保
四
年
十

二
月
八
日
の
中
殿
作
文
会
の
記
述
は
興
味
深
く
、
”
当
道
名
誉
”
の
菅
原
為
長
よ
り

写
影
が
御
製
講
師
に
撰
ば
れ
た
経
緯
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
ほ
か
”
作
者

を
所
望
の
輩
済
々
あ
り
く
自
分
が
出
席
出
来
な
か
っ
た
の
で
V
或
い
は
腹
立
し
、
或

い
は
又
詩
を
捨
つ
る
者
も
有
り
云
々
。
当
世
公
卿
殿
上
人
侍
臣
中
よ
り
之
を
清
撰
せ

し
も
、
但
だ
偏
頗
に
似
た
る
事
共
少
々
相
い
交
わ
る
か
。
通
方
・
雅
清
は
当
座
詩
な

ど
に
も
白
紙
を
置
か
ざ
る
く
作
詩
に
秀
れ
た
V
輩
な
り
。
今
度
不
参
は
尤
も
不
便
な

り
。
未
練
の
人
々
〈
作
詩
に
未
熟
〉
少
々
参
ず
る
は
其
の
謂
れ
無
し
”
と
い
う
記
述

が
あ
る
。
も
っ
て
当
時
の
は
れ
の
詩
会
出
席
者
撰
定
の
状
況
が
理
解
で
き
る
。

後
鳥
羽
院
＋
藤
原
親
経
と
菅
原
丈
長
と
の
関
連
に
つ
い
て
『
愚
秘
抄
』
や
『
続
本
朝

通
鑑
』
の
文
章
は
我
々
の
思
考
を
混
乱
さ
せ
る
。
す
な
わ
ち
前
者
は
署
長
が
新
古
今

集
真
名
序
を
「
我
ぞ
さ
だ
め
て
承
た
ま
は
ら
ん
ず
ら
ん
」
と
望
ん
で
い
た
が
、
九
条

良
経
に
よ
っ
て
藤
原
親
思
が
執
筆
を
命
ぜ
ら
れ
た
事
を
記
し
、
後
者
は
、
持
経
が
急

死
し
た
事
に
つ
い
て
「
百
日
菅
原
電
導
、
新
古
今
序
を
作
ら
し
め
ら
れ
ざ
る
を
以

て
、
恨
を
含
み
て
之
を
害
す
」
と
記
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
も
と
も
と
後
鳥
羽
院
と

親
譲
と
の
結
び
つ
き
は
強
く
、
宮
内
権
少
輔
兼
五
位
蔵
人
と
し
て
天
皇
御
即
位
儀
に

奔
走
し
、
建
久
元
年
八
月
侍
読
と
な
り
、
退
位
な
さ
っ
た
後
鳥
羽
院
の
別
当
を
勤
め

た
。
元
久
詩
歌
合
せ
に
当
っ
て
は
、
”
院
が
仰
せ
に
な
る
に
は
「
親
経
と
詰
番
に
な

⑭⑮

つ
た
な
ら
必
ず
二
番
負
け
て
や
ろ
う
。
彼
は
我
が
師
匠
で
あ
る
か
ら
」
”
（
明
月
記
）

と
い
う
記
述
が
あ
る
。
こ
れ
は
詩
歌
合
せ
の
勝
負
も
情
実
に
よ
る
所
が
多
い
こ
と
を

示
し
、
判
詞
に
よ
っ
て
歌
論
詩
論
を
追
究
す
る
場
合
、
研
究
者
は
心
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

例
え
ば
、
九
条
心
経
主
催
の
二
十
一
回
の
詩
会
の
記
録
に
は
、
全
部
で
五
十
四
人
の

文
人
の
名
が
見
ら
れ
、
そ
の
主
な
も
の
は
九
回
（
為
重
、
成
信
、
有
家
）
、
八
回

（
定
家
、
長
兼
）
、
六
回
（
皆
実
）
な
ど
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
成
信
、
有
家
は
十
四
回

分
（
十
頁
の
表
）
の
う
ち
九
回
な
の
で
、
良
心
の
詩
会
の
墨
黒
的
メ
ン
バ
；
と
言
え

な
く
も
な
い
が
、
舌
長
、
定
家
ら
は
他
の
文
場
に
も
こ
の
回
数
以
上
に
出
席
し
て

い
る
の
で
、
近
経
詩
壇
の
詩
人
と
は
言
え
な
い
。
し
か
し
、
私
的
な
詩
会
や
連
句
会

で
は
特
定
の
親
し
い
傍
輩
な
ど
を
呼
ん
で
興
ず
る
こ
と
は
少
く
な
い
。
例
え
ば
『
民

経
記
』
の
筆
者
の
藤
原
経
光
は
屡
々
、
下
襲
（
宣
実
）
摂
州
（
能
教
）
勾
勘
（
宗
氏
）

ら
と
詩
会
や
連
句
会
を
催
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

藤
原
資
実
は
親
儒
上
人
や
注
②
の
野
業
と
同
じ
く
藤
原
公
麿
流
の
日
野
家
で
系
図
は

次
の
よ
う
に
な
る
。

　
　
　
1
実
光
－
資
長
－
兼
光
－
資
実

有
信
一

実
光
以
下
資
実
ま
で
、

の
経
歴
を
持
っ
て
い
る
。

安
二
年

月
五
日
の
釈
莫
に
は
十
五
歳
の
若
さ
で
忍
者
と
な
っ
て
い
る

に
は
蔵
人
に
任
ぜ
ら
れ
、

接
な
連
絡
に
当
っ
た
。

文
人
と
し
て
最
初
に
活
躍
す
る
の
は
治
承
二
年
六
月
十
七
日
の
内
裏
作
文
会
で
、

の
左
少
弁
兼
光
と
共
に
出
席
し
、

基
親
と
共
に
、

倉
天
皇
は
十
八
歳
、

記
』
に
詳
し
い
。

一
宗
光
－
経
サ
ー
盛
業

－
有
範
－
親
鶯

　
　
　
　
　
弁
官
・
文
章
博
士
を
経
て
中
納
言
・
太
宰
権
帥
と
い
う
共
通

　
　
　
　
　
　
故
に
資
実
（
建
久
元
年
に
改
名
す
る
ま
で
は
無
実
）
は
承

（
＝
七
二
）
十
一
歳
で
す
ん
な
り
と
学
問
料
を
給
せ
ら
れ
、
承
安
五
年
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
玉
葉
）
。
治
承
二
年

　
　
　
　
　
　
又
九
条
兼
実
の
家
司
と
な
っ
て
、
宮
廷
と
九
条
家
と
の
密

　
　
　
　
　
土
御
門
・
三
徳
二
代
の
侍
読
の
名
誉
も
得
た
が
、
彼
が
晴
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
父

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
れ
も
単
に
列
す
る
だ
け
で
な
く
、
勘
解
由
次
官

　
　
蔵
人
右
衛
門
尉
と
し
て
作
文
会
を
奉
行
し
た
の
で
あ
っ
た
。
時
に
高

　
　
　
　
特
認
は
十
七
歳
の
青
年
で
あ
り
、
そ
の
状
況
は
同
日
の
『
山
椀

　
　
　
後
に
順
徳
天
皇
は
『
震
記
』
に
、
「
今
度
（
融
融
会
）
の
作
者
の
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⑯

内
、
資
実
卿
は
治
承
に
六
位
に
て
参
り
、
千
載
一
遇
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
も
今

度
ま
た
選
ば
れ
入
る
。
道
の
面
目
殊
勝
な
り
」
（
建
保
四
・
十
二
・
八
）
と
お
書
き

に
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
中
殿
作
文
会
の
出
題
は
太
宰
権
帥
資
実
で
あ
り
、
序

者
は
②
の
宗
業
で
あ
っ
た
。
藤
原
資
実
は
和
歌
に
も
秀
れ
、
『
新
古
今
集
』
に
二
首

採
ら
れ
て
い
る
が
、
彼
の
真
面
目
は
や
は
り
漢
詩
に
あ
り
、
『
資
実
・
長
兼
両
卿
百

番
詩
合
』
（
群
書
類
従
所
収
）
は
有
名
で
あ
る
。
貞
応
二
年
二
月
、
六
十
二
歳
で
莞

ず
。注
④
に
あ
げ
た
参
考
論
文
に
は
、
『
鳩
嶺
集
』
に
は
菅
原
為
長
の
作
品
が
九
首
所
収

と
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
ど
う
も
解
せ
な
い
。
筆
者
が
コ
ピ
ー
し
て
読
ん
だ
京
都
大

学
図
書
館
所
蔵
本
に
は
、
十
六
篇
の
為
長
の
作
品
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
つ
い
で

に
、
鎌
倉
時
代
の
漢
文
学
史
的
理
解
を
深
め
る
た
め
、
『
鳩
翰
墨
』
の
概
要
を
紹
介

し
て
お
こ
う
。
石
清
水
八
幡
宮
（
男
山
を
鳩
嶺
と
称
す
る
）
の
別
当
法
印
で
あ
る
良

清
が
書
い
た
序
文
に
よ
る
と
、
男
山
は
風
光
明
媚
で
神
霊
の
宿
る
所
、
謁
詠
の
人
の

目
を
悦
ば
す
地
で
、
こ
こ
で
多
く
の
作
品
が
作
ら
れ
た
。
そ
こ
で
上
皇
の
御
製
を
は

じ
め
と
し
て
、
作
者
の
身
分
の
尊
卑
を
問
わ
ず
、
長
句
・
短
句
・
五
言
・
七
言
を
論

ぜ
ず
、
編
者
の
良
清
は
、
白
居
易
が
香
山
寺
で
文
集
を
作
っ
た
の
に
な
ら
っ
て
、
こ

⑰⑱

の
集
を
編
ん
だ
の
で
あ
る
。
時
に
永
仁
三
年
（
一
二
九
五
）
で
あ
っ
た
。
さ
て
そ
の

内
容
は
と
い
う
と
、
上
巻
は
、
神
祇
・
神
社
・
仏
事
・
僧
・
春
・
夏
・
秋
・
冬
の
八

部
で
、
神
仏
混
清
思
想
の
石
清
水
八
幡
宮
の
集
に
ふ
さ
わ
し
い
部
立
と
な
っ
て
お

り
、
下
巻
は
、
帝
王
・
丞
相
・
君
臣
・
求
賢
・
仙
家
・
老
人
・
閑
居
・
孝
行
・
管
絃

・
署
旅
・
述
懐
・
懐
旧
・
無
常
・
祝
・
連
句
の
十
五
部
で
、
最
後
の
連
句
の
部
は
さ

ら
に
、
春
夏
秋
冬
・
天
象
・
地
誌
・
動
物
・
植
物
・
人
倫
・
方
角
・
光
彩
・
人
名
・

雑
物
・
詞
字
と
な
っ
て
い
る
。
作
者
は
連
旬
を
除
い
て
百
三
十
一
人
で
、
多
い
者
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

あ
げ
る
と
、
藤
原
経
範
（
二
十
一
）
を
筆
頭
に
、
菅
原
為
長
（
十
六
）
、
藤
原
基
長

（
十
四
）
、
暦
年
上
人
（
十
二
）
、
藤
原
明
範
（
十
一
）
、
菅
原
在
匡
（
十
）
、
大
江
重

一
房
（
九
）
、
藤
原
孝
範
（
八
）
な
ど
で
あ
る
。
五
山
文
学
を
こ
よ
な
く
愛
し
砥
究
し

て
い
る
筆
者
に
と
っ
て
興
味
深
い
の
は
、
中
国
か
ら
渡
来
し
た
禅
僧
の
西
澗
子
曇

（
一
二
四
九
～
＝
二
〇
六
）
の
作
品
が
一
首
入
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
「
東
観
漢
記
』
は
後
漢
に
著
わ
さ
れ
た
書
物
な
の
で
、
『
文
肉
身
』
に
引
用
す

る
唐
の
張
文
成
の
こ
と
を
記
す
は
ず
は
な
い
。
菅
原
為
長
か
転
写
者
の
間
違
い
で
あ

ろ
う
。

山
崎
誠
「
菅
原
為
長
撰
文
鳳
逓
伝
本
塁
」
（
『
国
文
学
放
』
八
六
号
）
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